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1.  平成23年1月期第3四半期の連結業績（平成22年2月1日～平成22年10月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年1月期第3四半期 16,915 △7.9 △228 ― △114 ― △100 ―
22年1月期第3四半期 18,366 ― 281 ― 361 ― 337 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年1月期第3四半期 △4.71 ―
22年1月期第3四半期 15.81 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年1月期第3四半期 21,958 11,419 51.9 533.74
22年1月期 21,686 11,660 53.7 544.78

（参考） 自己資本   23年1月期第3四半期  11,400百万円 22年1月期  11,636百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年1月期 ― 2.00 ― 2.00 4.00
23年1月期 ― 2.00 ―
23年1月期 

（予想）
2.00 4.00

3.  平成23年1月期の連結業績予想（平成22年2月1日～平成23年1月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 22,500 △6.0 △280 ― △160 ― △240 ― △11.24



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外ですが、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表
に対する四半期レビュー手続は終了しています。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等将来に関する記述は、本資料の発表日現在においての経済環境や事業計画等に基づいて作成したものであり、実
際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。なお、業績予想に関する事項につきましては、添付資料３ページ「連結業績予想に
関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.4「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年1月期3Q 21,458,740株 22年1月期  21,458,740株
② 期末自己株式数 23年1月期3Q  99,616株 22年1月期  98,624株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年1月期3Q 21,359,640株 22年1月期3Q 21,360,249株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済対策の効果を背景に企業収益の

改善や個人消費に持ち直しの動きが見られるものの、厳しい雇用情勢や設備投資の状況、デフレ

懸念などから本格的な景気回復には至らず、先行き不透明な状況で推移いたしました。 

 当業界におきましては、普通通常郵便物やメール便の総利用通数が依然として前年割れで推移

し、また、競争激化による販売価格の下落もあり、厳しい状況で推移いたしました。 

 このような情勢のもと、当社グループは販売面ではお客様のニーズに対応した商品の拡販や、

企画・提案力の強化を進め、お客様に満足いただけるサービスの提供に努めてまいりました。生

産面では新製品開発ならびに製品品質の向上に取り組むとともに、業務の効率化によるコスト削

減を推進してまいりました。 

 この結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は169億15百万円（前年同期比7.9％減）、

営業損失は２億28百万円（前年同期は営業利益２億81百万円）、経常損失は１億14百万円（前年

同期は経常利益３億61百万円）、四半期純損失は１億円（前年同期は純利益３億37百万円）とな

りました。 

 

 事業の種類別セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

(封筒事業) 

 新製品や高付加価値製品の市場投入を行いましたが、大口案件の減少に加え、企業の経費引き

締めによる企画中止や発注数量の減少などもあり、販売数量は前年同期を僅かに下回りました。

さらに、競争の激化が進んだことにより、販売価格も下落するなど、封筒事業を取り巻く環境は

極めて厳しい状況で推移いたしました。この結果、売上高は138億51百万円（前年同期比5.6％

減）、営業損失は８百万円（前年同期は営業利益２億25百万円）となりました。 

 

(メーリングサービス事業) 

 前期に発生した官公庁向けサービスの減少や企業の広告宣伝費圧縮に伴うダイレクトメール需

要の減少により、取り扱い数量、サービス価格ともに下落いたしました。この結果、売上高は17

億45百万円（前年同期比19.2％減）、営業損失は１億61百万円（前年同期は営業損失４百万円）

となりました。 

 

(その他の事業) 

 封入機の製造販売を手がける子会社が需要一巡により減収を余儀なくされるなど、子会社が総

じて厳しい状況で推移いたしました。この結果、売上高は13億18百万円（前年同期比14.0％減）、

営業損失は58百万円（前年同期は営業利益41百万円）となりました。 

 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

  ①資産、負債及び純資産の状況 

(総資産) 

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ２億71百万円増加して219億

58百万円となりました。これは主に、受取手形及び売掛金などの流動資産の増加によるものであ

ります。 

 

(負債) 

当第３四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べ５億12百万円増加して105億39

百万円となりました。これは主に、１年内返済予定の長期借入金、賞与引当金などの流動負債の

増加によるものであります。 
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(純資産) 

当第３四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ２億40百万円減少して114億

19百万円となりました。これは主に、利益剰余金の減少などによるものであります。 

なお、自己資本比率は51.9％となりました。 

 

  ②キャッシュ・フローの状況 

 当第３四半期連結累計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計

年度末に比べ１億34百万円増加して33億51百万円（前年同期比5.5％増）となりました。 

 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

 営業活動による資金の収入は３億91百万円（前年同期比74.4％減）となりました。これは主に、

増加要因として減価償却費５億97百万円、賞与引当金の増加額２億42百万円、退職給付引当金の

増加額１億28百万円、減少要因として税金等調整前四半期純損失１億95百万円、売上債権の増加

額４億24百万円などによるものであります。 

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

 投資活動による資金の支出は２億19百万円（前年同期は８億33百万円の支出）となりました。

これは主に、有形固定資産の取得による支出４億12百万円、投資有価証券の取得による支出49百

万円、関係会社株式の売却による収入１億36百万円、信託受益権の減少額86百万円などによるも

のであります。 

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

 財務活動による資金の支出は36百万円（前年同期は３百万円の収入）となりました。これは主

に、短期借入金の純減少額70百万円、長期借入金の純増加額１億37百万円、配当金の支払額85百

万円などによるものであります。 

 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

今後のわが国経済は、依然として厳しい雇用情勢、米国経済の減速、円高懸念など先行き不透明

な状況が続くものと予想されます。 

当業界におきましては、企業の経費引き締めの影響による需要減少と競争激化が予想され、引き

続き厳しい状況で推移するものと考えられます。 

このような情勢のもと、当社グループは販売面ではお客様のニーズに対応した商品の拡販を目指

すとともに、企画・提案力の強化を進め、お客様に満足いただけるサービスを提供してまいります。

生産面では引き続き新製品開発ならびに製品品質の向上に取り組むとともに、生産性向上による製

造原価の低減に努めてまいります。また、全社をあげて業務の効率化や経費の抑制を推進してまい

ります。 

業績予想につきましては、現時点において、平成22年８月26日に発表いたしました「平成23年１

月期業績予想の修正に関するお知らせ」に記載しております平成23年１月期の業績予想からの変更

はございません。 

また、事業の種類別セグメントにつきましては、平成22年９月９日に発表いたしました「平成23

年１月期第２四半期決算短信 １.当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予想に関する

定性的情報」をご参照ください。 

なお、実際の業績につきましては、今後、様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能

性があります。 
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２．その他の情報 

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

簡便な会計処理 

①棚卸資産の評価方法 

 当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、一部の子会社を除いて実地棚卸を省

略し、前連結会計年度末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によってお

ります。また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正

味売却価額を見積もり、簿価切下げを行う方法によっております。 

②法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 法人税等の納付額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定

する方法によっております。 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一

時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将

来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

該当事項はありません。 

 

㈱イムラ封筒（3955）平成23年1月期　第3四半期決算短信

－4－



3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年10月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年１月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,523 3,393

受取手形及び売掛金 3,974 3,544

商品及び製品 490 572

仕掛品 271 222

原材料及び貯蔵品 476 452

その他 1,666 1,612

貸倒引当金 △18 △19

流動資産合計 10,383 9,779

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,047 2,102

機械装置及び運搬具（純額） 2,369 2,501

土地 4,306 4,306

その他（純額） 277 236

有形固定資産合計 9,001 9,147

無形固定資産   

その他 68 85

無形固定資産合計 68 85

投資その他の資産   

投資有価証券 1,472 1,689

その他 1,088 1,044

貸倒引当金 △54 △59

投資その他の資産合計 2,506 2,674

固定資産合計 11,575 11,907

資産合計 21,958 21,686
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(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年10月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年１月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,269 3,333

短期借入金 1,910 1,980

1年内返済予定の長期借入金 1,387 668

未払法人税等 69 54

賞与引当金 698 455

その他 1,071 1,033

流動負債合計 8,405 7,524

固定負債   

長期借入金 723 1,304

退職給付引当金 887 759

役員退職慰労引当金 385 369

その他 136 69

固定負債合計 2,133 2,502

負債合計 10,539 10,026

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,197 1,197

資本剰余金 1,363 1,363

利益剰余金 8,849 9,071

自己株式 △25 △25

株主資本合計 11,385 11,607

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 14 29

評価・換算差額等合計 14 29

少数株主持分 19 23

純資産合計 11,419 11,660

負債純資産合計 21,958 21,686
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第３四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年２月１日 
 至 平成21年10月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年２月１日 
 至 平成22年10月31日) 

売上高 18,366 16,915

売上原価 14,239 13,573

売上総利益 4,127 3,342

販売費及び一般管理費 3,845 3,570

営業利益又は営業損失（△） 281 △228

営業外収益   

受取利息 8 1

受取配当金 18 13

デリバティブ評価益 14 －

持分法による投資利益 21 37

助成金収入 － 43

その他 64 63

営業外収益合計 128 160

営業外費用   

支払利息 39 32

デリバティブ評価損 － 7

その他 9 5

営業外費用合計 49 46

経常利益又は経常損失（△） 361 △114

特別利益   

固定資産売却益 0 －

貸倒引当金戻入額 16 3

その他 0 －

特別利益合計 16 3

特別損失   

たな卸資産評価損 3 －

固定資産売却損 1 0

固定資産除却損 6 8

減損損失 2 4

投資有価証券売却損 － 5

投資有価証券評価損 － 64

投資有価証券償還損 6 －

特別損失合計 21 84

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

356 △195

法人税、住民税及び事業税 141 70

法人税等調整額 △126 △162

法人税等合計 15 △91

少数株主利益又は少数株主損失（△） 3 △3

四半期純利益又は四半期純損失（△） 337 △100
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年２月１日 
 至 平成21年10月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年２月１日 
 至 平成22年10月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

356 △195

減価償却費 622 597

減損損失 2 4

貸倒引当金の増減額（△は減少） △64 △5

賞与引当金の増減額（△は減少） 237 242

退職給付引当金の増減額（△は減少） 222 128

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 19 16

受取利息及び受取配当金 △27 △15

デリバティブ評価損益（△は益） △14 7

持分法による投資損益（△は益） △21 △37

投資有価証券売却損益（△は益） － 5

投資有価証券評価損益（△は益） － 64

支払利息 39 32

固定資産除却損 6 8

売上債権の増減額（△は増加） △25 △424

たな卸資産の増減額（△は増加） 22 9

仕入債務の増減額（△は減少） △43 △63

その他 196 43

小計 1,528 421

利息及び配当金の受取額 28 44

利息の支払額 △38 △32

法人税等の還付額 44 －

法人税等の支払額 △32 △42

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,529 391

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △488 △412

有形固定資産の売却による収入 1 0

無形固定資産の取得による支出 △5 △7

投資有価証券の取得による支出 △292 △49

投資有価証券の償還による収入 18 8

関係会社株式の売却による収入 － 136

貸付けによる支出 △0 △1

貸付金の回収による収入 0 0

定期預金の増減額（△は増加） △8 2

信託受益権の増減額(△は増加) △94 86

その他 36 16

投資活動によるキャッシュ・フロー △833 △219
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(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年２月１日 
 至 平成21年10月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年２月１日 
 至 平成22年10月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △17 △70

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △8 △18

長期借入れによる収入 1,040 800

長期借入金の返済による支出 △925 △662

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △85 △85

少数株主への配当金の支払額 － △0

財務活動によるキャッシュ・フロー 3 △36

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 699 134

現金及び現金同等物の期首残高 2,477 3,216

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,177 3,351
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（４）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

（５）セグメント情報 

【事業の種類別セグメント情報】 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年２月１日 至 平成21年10月31日） 

 

 
封筒事業 

(百万円) 

メーリングサ
ービス事業

(百万円) 

その他の事業

(百万円) 

計 

(百万円) 

消去又は 
全社 

(百万円) 

連結 

(百万円) 

売上高  

(1)外部顧客に対する売上高 14,672 2,160 1,533 18,366 － 18,366

(2)セグメント間の内部売上高
又は振替高 

442 0 109 552 (552) －

計 15,115 2,160 1,643 18,919 (552) 18,366

営業利益又は営業損失(△) 225 △4 41 262 19 281

(注) １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各区分の主な製品 

(1) 封筒事業 

長形封筒、角形封筒、洋形封筒、窓付き封筒等の各種封筒の製造及び販売 

(2) メーリングサービス事業 

ダイレクトメールの企画、製作、封入発送代行 

冊子類及び各種販売促進用商品等の封入発送 

データプリントサービス 

(3) その他の事業 

コンピュータ及び周辺機器類の販売 

ソフトウェアの開発 

医療機関用印刷物の製造販売及び医療機関用諸物品の販売 

不織布製の封筒・造園資材等の製造販売並びに機械部品等の輸出入 

機械器具の自動制御装置及び電子回路の設計製造販売 

３ 追加情報 

  法人税法の改正（所得税法等の一部を改正する法律 平成20年４月30日 法律第23号）を契機として、

第１四半期連結会計期間より機械装置の耐用年数について見直しを行っております。  

これにより、従来の方法によった場合と比べて、封筒事業は54百万円、メーリングサービス事業は９

百万円、営業利益がそれぞれ増加しております。 
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当第３四半期連結累計期間（自 平成22年２月１日 至 平成22年10月31日） 

 

 
封筒事業 

(百万円) 

メーリングサ
ービス事業

(百万円) 

その他の事業

(百万円) 

計 

(百万円) 

消去又は 
全社 

(百万円) 

連結 

(百万円) 

売上高   

(1)外部顧客に対する
売上高 

13,851 1,745 1,318 16,915 － 16,915

(2)セグメント間の内
部売上高又は振替
高 

394 － 117 511 (511) －

計 14,245 1,745 1,435 17,426 (511) 16,915

営業損失(△) △8 △161 △58 △228 0 △228

(注) １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各区分の主な製品 

(1) 封筒事業 

長形封筒、角形封筒、洋形封筒、窓付き封筒等の各種封筒の製造及び販売 

(2) メーリングサービス事業 

ダイレクトメールの企画、製作、封入発送代行 

冊子類及び各種販売促進用商品等の封入発送 

データプリントサービス 

(3) その他の事業 

コンピュータ及び周辺機器類の販売 

ソフトウェアの開発 

医療機関用印刷物の製造販売及び医療機関用諸物品の販売 

不織布製の封筒・造園資材等の製造販売並びに機械部品等の輸出入 

機械器具の自動制御装置及び電子回路の設計製造販売 

 

【所在地別セグメント情報】 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年２月１日 至 平成21年10月31日）及び当第３四半期連結累

計期間（自 平成22年２月１日 至 平成22年10月31日） 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

 

【海外売上高】 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年２月１日 至 平成21年10月31日）及び当第３四半期連結累

計期間（自 平成22年２月１日 至 平成22年10月31日） 

海外売上高がないため、該当事項はありません。 

 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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